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学
術
部
が
長
年
取
り
組
ん

で
き
た
糖
尿
病
の
全
国
調
査

に
基
づ
く
論
文
が
、
１０
月
２１

日
付
で
英
文
医
学
誌
「Diabe-

tes T
herapy

」
に
オ
ン
ラ
イ

ン
掲
載
さ
れ
た
。
本
研
究
は
、

全
国
の
保
険
医
協
会
や
医
会

に
所
属
す
る
医
療
機
関
の
協

力
を
得
て
、
２
０
０
６
年
と

１８
年
の
デ
ー
タ
を
比
較
分
析

し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
結

果
、
日
本
の
一
般
開
業
医
が
、

専
門
医
の
動
向
と
一
致
す
る

最
新
の
治
療
戦
略
を
導
入

し
、
的
確
な
糖
尿
病
管
理
を

行
っ
て
い
る
実
態
が
示
唆
さ

れ
た
。

　

こ
れ
は
、
地
域
医
療
の
最

前
線
に
立
つ
開
業
医
が
日
々

進
化
す
る
医
学
知
識
を
自
ら

学
び
取
り
、
患
者
の
生
活
に

寄
り
添
い
な
が
ら
成
果
を
上

げ
て
い
る
と
い
う
、
「
医
師

の
無
形
の
力
量
・
技
術
」
を

示
す
貴
重
な
エ
ビ
デ
ン
ス
で

あ
る
。

　

生
活
習
慣
病
の
管
理
は
、

単
な
る
投
薬
行
為
で
は
な

い
。
患
者
の
生
活
背
景
を
丁

寧
に
読
み
解
き
、
食
事
・
運

動
・
服
薬
を
含
め
た
行
動
変

容
を
支
援
す
る
総
合
的
な
医

療
で
あ
る
。
生
活
環
境
や
社

会
的
状
況
の
変
化
に
応
じ
て

指
導
内
容
を
柔
軟
に
見
直
す

こ
と
も
求
め
ら
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
こ
う
し

た
現
場
の
進
歩
と
努
力
は
、

現
行
の
医
療
政
策
、
特
に
診

療
報
酬
制
度
で
は
十
分
に
評

価
さ
れ
て
い
な
い
。
厚
労
省

は
２
０
２
４
年
度
改
定
で
外

来
管
理
加
算
の
同
日
併
算
定

を
不
可
と
し
、
糖
尿
病
な
ど

の
３
疾
患
を
「
特
定
疾
患
療

養
管
理
料
」
か
ら
「
生
活
習
慣

病
管
理
料
」
へ
移
行
さ
せ
た
。

こ
れ
に
よ
り
報
酬
水
準
は
低

下
し
、
多
く
の
開
業
医
が
収

入
減
に
直
面
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
物
価
高
騰
も
追
い

打
ち
を
か
け
て
い
る
。
当
会

の
調
査
で
は
、
特
定
保
険
医

療
材
料
の
原
価
割
れ
や
検
体

回
収
費
の
値
上
げ
が
確
認
さ

れ
た
。
日
本
医
師
会
の
診
療

所
調
査
で
も
２４
年
度
に
本
業

の
医
業
で
赤
字
と
な
っ
た
医

療
法
人
が
４５
・
２
％
に
上
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
直

近
の
中
医
協
や
財
政
審
で

は
、
外
来
管
理
加
算
の
廃
止

や
生
活
習
慣
病
管
理
料
の
さ

ら
な
る
厳
格
運
用
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

　

目
に
見
え
る
検
査
や
治
療

行
為
だ
け
が
医
療
で
は
な

い
。
患
者
一
人
ひ
と
り
の
生

活
に
寄
り
添
い
、
長
期
的
な

健
康
改
善
を
支
え
る
医
療
機

関
を
、
制
度
の
不
備
に
よ
っ

て
窮
地
に
追
い
込
む
こ
と
が

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。

　

も
し
生
活
習
慣
病
管
理
料

の
さ
ら
な
る
厳
格
運
用
を
進

め
る
の
で
あ
れ
ば
、
ま
ず
は

そ
の
移
行
に
よ
る
成
果
―
た

と
え
ば
療
養
計
画
書
の
作
成

が
、
実
際
に
患
者
の
治
療
成

績
向
上
に
ど
れ
ほ
ど
寄
与
し

て
い
る
の
か
―
な
ど
、
政
策

の
合
理
性
を
示
す
べ
き
で
あ

る
。

　

私
た
ち
は
医
師
で
あ
る
と

同
時
に
科
学
者
で
あ
る
。
現

場
で
積
み
重
ね
ら
れ
た
知
見

と
努
力
を
正
当
に
評
価
し
、

医
療
の
質
に
見
合
っ
た
公
正

な
報
酬
制
度
の
確
立
を
、
強

く
求
め
る
。

開
業
医
の
「
無
形
の
技
術
」
を
評
価
せ
よ

公
正
な
医
療
政
策
の
確
立
を

オン資機能追加の補助金　乱立

いずれも導入義務なしいずれも導入義務なし
それぞれに必要性の検討を

時
迅
速
放
射
能
影
響
予
測
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
）
は
国
の

方
針
で
使
用
し
な
く
な
り
、
代

わ
り
に
、
放
射
能
測
定
の
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
ス
ポ
ッ
ト
を
増
や
し

て
避
難
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た

と
も
説
明
し
た
。

安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
配
布

「
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
」

　

浜
岡
原
発
か
ら
静
岡
県
へ
の

各
種
ア
ラ
ー
ト
情
報
の
共
有
体

制
に
つ
い
て
、
神
村
課
長
は
▽

原
子
炉
水
位
等
は
原
子
力
規
制

庁
の
職
員
だ
け
で
な
く
、
浜
岡

原
発
近
く
の
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン

タ
ー
の
常
駐
職
員
も
見
ら
れ

る
、
▽
一
定
以
上
の
状
況
で
は

県
も
オ
フ
サ
イ
ト
セ
ン
タ
ー
に

参
集
す
る
、
▽
安
全
協
定
に
基

づ
き
、
原
発
周
辺
市
町
に
は
事

故
よ
り
か
な
り
前
段
階
の
ト
ラ

ブ
ル
か
ら
通
報
が
届
く
―
と
説

明
。
野
本
部
長
が
よ
り
自
動
的
・

即
時
的
な
共
有
体
制
に
す
べ
き

で
は
と
提
案
し
た
と
こ
ろ
、
神

村
課
長
は
「
そ
う
い
う
意
味
で

は
、
な
っ
て
い
る
」
と
し
な
が

ら
も
、
「
国
は
見
よ
う
と
思
え

ば
常
時
見
ら
れ
る
。
県
も
体
制

に
入
れ
ば
見
る
こ
と
が
で
き

る
」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

ま
た
、
混
乱
等
で
安
定
ヨ
ウ

素
剤
が
ほ
と
ん
ど
配
布
さ
れ
な

か
っ
た
福
島
原
発
事
故
の
課
題

を
踏
ま
え
て
、
牛
山
副
部
長
は

静
岡
県
の
準
備
状
況
を
尋
ね

た
。
神
村
課
長
は
、
Ｐ
Ａ
Ｚ
（
予

防
的
防
護
措
置
準
備
区
域
。
概

ね
半
径
５
㎞
）
の
配
布
率
は
か

つ
て
６０
～
７０
％
だ
っ
た
が
、
現

在
は
５５
％
で
あ
る
と
説
明
。
事

故
か
ら
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
関

心
が
薄
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ

な
い
と
し
た
。
Ｕ
Ｐ
Ｚ
（
緊
急

時
防
護
措
置
準
備
区
域
。
概
ね

３０
㎞
）
へ
の
緊
急
配
布
は
保
健

所
や
公
民
館
で
の
保
管
・
配
布

が
基
本
だ
が
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
内
は
人

口
が
多
く
「
う
ま
く
配
布
で
き

る
か
は
関
係
市
・
関
係
市
長
も

心
配
し
て
い
る
」
、
「
頭
を
悩
ま

せ
な
が
ら
検
討
を
進
め
て
い

る
」
と
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
▽
使
用
済
核
燃

料
貯
蔵
プ
ー
ル
の
災
害
被
害
想

定
は
現
在
審
査
中
な
の
で
注
意

　

公
害
環
境
対
策
部
は
、
も
し

静
岡
県
の
浜
岡
原
子
力
発
電
所

が
重
大
事
故
を
引
き
起
こ
し
た

場
合
、
神
奈
川
県
に
も
広
範
な

影
響
が
及
ぶ
可
能
性
が
あ
り
、

二
次
避
難
先
を
神
奈
川
県
に
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
静
岡
県
と

の
懇
談
を
１０
月
１４
日
に
Ｗ
Ｅ
Ｂ

を
用
い
て
行
っ
た
。
静
岡
県
か

ら
は
神
村
原
子
力
安
全
対
策
課

長
と
野
田
主
査
が
出
席
。
協
会

か
ら
は
野
本
部
長
、
牛
山
副
部

長
、
鶴
岡
部
員
が
出
席
し
た
。

　

福
島
第
一
原
発
事
故
で
は
放

射
性
物
質
の
約
３
分
の
２
が
東

方
向
の
海
洋
へ
拡
散
（
５
０
０

㎞
以
遠
）
し
た
こ
と
か
ら
、
同

規
模
の
事
故
が
静
岡
県
内
で
発

生
し
た
場
合
の
神
奈
川
県
へ
の

影
響
想
定
を
野
本
部
長
は
質
問

し
た
。
神
村
課
長
は
、
静
岡
県

は
国
の
指
針
に
基
づ
き
、
国
が

行
っ
た
放
射
性
物
質
拡
散
シ
ミ

ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
参
考
と
し
、

原
子
力
災
害
対
策
重
点
区
域

（
Ｐ
Ａ
Ｚ
と
Ｕ
Ｐ
Ｚ
）
を
定
め

て
い
る
と
し
た
。
同
シ
ミ
ュ
レ

ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
避
難
指
示
の

想
定
範
囲
は
浜
岡
原
発
か
ら
最

大
３０
・
９
㎞
ま
で
で
あ
り
、
浜

岡
原
発
か
ら
神
奈
川
県
は
１
０

０
㎞
程
度
あ
り
、
Ｉ
Ａ
Ｅ
Ａ
（
国

際
原
子
力
機
関
）
の
基
準
に
照

ら
し
て
甘
い
わ
け
で
は
な
い
と

し
た
。
な
お
、
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
で
神
奈
川
県
に
避
難
で

き
な
い
場
合
は
埼
玉
県
や
群
馬

県
に
避
難
す
る
計
画
だ
と
し

た
。
福
島
原
発
事
故
時
に
使
用

さ
れ
た
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
（
緊
急

「
３１
㎞
圏
内
出
れ
ば
難
を
逃
れ
る
」
？

国
の
指
針
に
基
づ
き
回
答

浜
岡
原
発
、
重
大
事
故
時
の
備
え
は
？

静岡県と懇談

深
く
見
て
い
き
た
い
、
▽
神
奈

川
県
と
静
岡
県
は
原
子
力
災
害

発
生
時
に
必
要
な
情
報
を
共
有

で
き
る
よ
う
体
制
作
り
・
打
合

せ
を
し
て
い
る
―
な
ど
と
回
答

さ
れ
た
。

　

な
お
、
浜
岡
原
発
は
現
在
、

１
・
２
号
機
を
廃
止
措
置
中
。

３
～
５
号
機
は
停
止
中
だ
。

ま
と
め

複
合
災
害
で
の
重
大

事
故
を
念
頭
に
置
き

対
策
を

３０
㎞
を
超
え
る
広
域
の
放
射

能
汚
染
地
図
作
成
が
で
き
る
Ｓ

Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
の
使
用
を
国
が
止

め
、
放
射
能
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
方

式
に
し
た
た
め
、
静
岡
県
は
神

奈
川
県
の
汚
染
規
模
を
測
る
こ

と
が
で
き
な
い
。
浜
岡
原
発
を

よ
り
安
全
に
す
る
こ
と
が
、
来

た
る
南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
の
被

害
を
減
ら
す
道
と
な
る
。

　

原
子
炉
の
水
位
が
測
れ
な
い

事
故
が
美
浜
原
発
、
福
島
第
一

原
発
に
起
き
て
い
て
、
心
も
と

な
い
原
発
運
営
で
あ
る
。
重
大

事
故
時
の
子
ど
も
ら
の
甲
状
腺

を
守
る
安
定
ヨ
ウ
素
剤
配
布
は

喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
神
奈
川

県
は
原
子
力
空
母
の
母
港
が
あ

り
、
放
射
能
関
連
企
業
も
立
地

し
て
い
て
、
地
震
や
津
波
な
ど

に
よ
っ
て
静
岡
県
、
神
奈
川
県

が
同
時
的
に
放
射
能
重
大
事
故

を
起
こ
す
こ
と
を
念
頭
に
置
い

て
対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ

る
。

　

（
公
害
環
境
対
策
部
長
・

野
本
哲
夫
）

　オンライン資格確認（以下、オン資）システムの機能追加に関し、複数の補助金が

示されている。補助金にはそれぞれ期限が示され、支払基金からの導入を急かすよう

な案内メールの報告もある。そこで現在どのような補助金があるのか、また、その締

切期限や導入の判断に向けた参考情報を以下にまとめた。

　補助金は現在、次の機能に関するものにつけられている。①公費受給者証・診察券

のマイナンバーカード一体化、②医療扶助のオン資、③訪問診療等でのオン資、④紙

レセ医療機関のオン資、⑤スマホマイナ保険証への対応、⑥電子処方箋管理サービス

等。いずれの機能も現時点で義務ではなく、医療機関に導入の判断は任されている。

　補助金申請の締切については、①～④が2026年1月15日まで、⑤は26年1月31日まで、

⑥は26年9月30日までとなっている。ただしいずれの期限も幾度となく延長されてき

ており、来年度以降も継続すると思われる。

【①公費受給者証・診察券のマイナンバーカード一体化】

　これまで診察券で行っていた診療受付の運用をマイナ受付に代替させるシステム改

修や、精神通院医療などの公費負担医療、小児医療費助成などの地方単独助成事業の受

給者証で確認していた情報を、オン資を通してレセコンに表示させるためのシステム

改修を行うことを想定したもの。

　診療所への補助金額は最大で5.4万円。なお改修費用の25％以上は自己負担となる点

に注意。さらに20種類弱ある受給者情報の確認は全てで可能なわけではない上に、運

用が開始されている自治体は、県内では横浜市と茅ケ崎市のみ。他にも6自治体が準

備を進めているが、それ以外の自治体は準備も開始されていない。補助金のために慌

てる必要はないだろう。

【②医療扶助のオンライン資格確認】

　生活保護の被保護者に紙で発行している医療券を情報化し、オン資システムに登録、

マイナ受付時にレセコンにて医療券情報が確認できるように改修するもの。補助額は

①と同様に医療機関の持ち出しが発生する。

　生活保護の非指定医療機関ではほぼ使用が想定されない。また資格確認用端末のみ

で情報確認できるため、指定医療機関にとっても情報の入力の手間が減る程度と思わ

れる。また未委託による返戻が防げるともするが、そのような返戻が多いかどうかは

自院の状況により判断すればよいと思われる。

【③・④タブレット端末等でのオンライン資格確認】

いわゆる顔認証付きカードリーダーがない場合に、「マイナ資格確認アプリ」をインス

トールしたスマートフォン等の端末により、マイナ保険証での資格確認（③では同意取

得も可能）を行えるようにするもの。いずれも導入義務はなく、必要性や利便性を基に判

断されたい。補助額は最大で③12.8万円、④3.1万円（費用の25％以上は自己負担）。

【⑤スマホマイナ保険証への対応】

　今後どれほどの患者がスマホマイナ保険証を使用するかにより、必要性が変わって

くると思われる。しかしスマホ対応せずとも代替の確認方法が認められている他、顔

認証付きカードリーダーの次期設備更新ではスマホマイナ保険証に対応することも見

込まれ、最大7,000円の補助金のために今から導入を検討する必然性は高くない。

【⑥電子処方箋管理サービス】

　医療機関にとって重複投薬の電子的なチェックが可能となることなどが代表的なメ

リットとして示される。ただ患者の同意がない場合、過去の薬剤情報が参照できない

ため、どの薬剤が該当するかまでは確認ができない。導入する機器により補助金額が

変わり、最大で35.9万円（費用の50％）まで。

　総じて導入義務のある機能はないため、その利便性等に対して自己資金を投じてま

で行うかどうかは、それぞれの状況により判断いただきたい。いずれも医療機関等向

け総合ポータルサイトに詳細が示されているので、ぜひご参照されたい。


